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ク
ジ
ラ
の
お
歳
暮

　
い
つ
も
、
自
分

と
同
じ
よ
う
な
境

遇
の
人
た
ち
の
情

報
収
集
や
連
絡
を

ど
う
し
た
ら
い
い

か
と
考
え
て
い
た

ん
で
す
。
今
年
、

Ｉ
Ｔ
講
習
会
が
全

国
規
模
で
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、

誰
で
も
そ
の
企
画
に
参
加
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
よ
う

な
視
覚
障
害
を
持
っ
た
人
向
け
に

も
講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
ん
で

す
よ
。

　
ピ
ア
ノ
と
同
じ
よ
う
に
キ
ー

ボ
ー
ド
を
叩
く
と
パ
ソ
コ
ン
か
ら

声
が
出
て
、
自
分
の
思
っ
た
文
章

を
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
障
害
が
あ

る
な
し
に
関
係
な
く
、
パ
ソ
コ
ン

な
ら
自
由
に
や
り
と
り
が
で
き
ま

す
か
ら
ね
。
早
く
慣
れ
て
、
た
く

さ
ん
の
人
の
話
や
情
報
が
聞
け
る

よ
う
に
な
っ
て
、
世
界
を
広
げ
た

い
で
す
ね
。

　
自
分
だ
け
が
不
自
由
だ
と
思
っ

た
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
不
自
由
な

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
も
っ
と

も
っ
と
気
持
ち
を
表
に
向
け
て
楽

し
く
生
き
て
い
き
た
い
ん
で
す
。

そ
う
し
た
ら
、
外
の
空
気
が
吸
っ

　
年
の
瀬
を
迎
え
、
こ
の
お
茶
の

間
も
お
か
げ
さ
ま
で
二
百
回
を
迎

か
い
り

え
ま
し
た
。
そ
こ
で
二
百
海
里
に

つ
い
て
書
こ
う
か
と
も
思
い
ま
し

た
が
、
来
年
が
ウ
マ
年
な
の
で
、

ク
ジ
ラ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
な

ぜ
ク
ジ
ラ
か
と
い
い
ま
す
と
古
来

よ
り
ウ
マ
に
ク
ジ
ラ
は
付
き
物

げ
い
い
ん
ば
し
ょ
く

で
、
鯨
飲
馬
食
と
い
い
ま
す
し
、

ま
た
英
語
で
も
「
ク
ジ
ラ
の
魚
に

あ
ら
ざ
る
は
、
な
お
、
ウ
マ
の
魚

に
あ
ら
ざ
る
が
ご
と
し
」
（A

W
h
ale is n
o m
ore a fish

 th
an
 a

こ
じ
つ
け

h
orse is.

）
と
、
牽
強
付
会
。
め
い
わ

　
今
か
ら
240
年
ほ
ど
昔
、
明
和
元

年
の
暮
れ
の
こ
と
。
正
確
に
は
12

月
16
日
の
朝
の
こ
と
で
し
た
。
相

浜
村
（
現
在
の
相
浜
地
区
）
の
漁
師

が
海
に
出
て
見
る
と
、
な
ん
と
沖

に
大
き
な
ク
ジ
ラ
が
沈
ん
で
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。
直
ち

に
村
名
主
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、

村
の
漁
船
７
、
８
艘
が
取
り
囲
み
、

網
を
か
け
て
ク
ジ
ラ

が
浮
い
て
く
る
の
を

待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
騒
ぎ
を
聞
き
つ

け
た
隣
村
の
布
良

の
船
も
よ
う
す
を

見
に
来
て
い
ま
し

た
が
、
し
ば
ら
く

し
て
布
良
村
か
ら
仲
間
に
加
え
る

よ
う
に
と
の
申
し
入
れ
が
名
主
に

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
周
辺
の

村
々
を
も
巻
き
込
む
大
事
件
に
発

展
す
る
の
で
し
た
。

「
ク
ジ
ラ
が
流
れ
着
い
た
場
所
が

だ
い
ご
ね

相
浜
村
の
大
古
根
な
の
で
、
手
出

し
は
御
無
用
に
願
い
た
い
」
と
返

答
す
る
と
、
「
力
づ
く
で
も
捕

る
」
と
宣
言
し
、
一
触
即
発
の
状

態
で
し
た
。
し
か
し
翌
朝
の
天
候

は
一
変
し
、
大
風
が
吹
き
荒
れ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
ク
ジ
ラ
は
ま
た

流
さ
れ
、
今
度
は
根
本
村
（
現
白

み
ょ
う
じ
ん
し
た

浜
町
根
本
）
の
明
神
下
に
打
寄
せ

ら
れ
た
の
で
す
。

　
数
日
後
天
候
が
回
復
す
る
や
布

良
の
船
々
が
総
出
で
、
根
本
に
や
っ

て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
村
人
た
ち
の

制
止
を
振
り
切
り
、
ク
ジ
ラ
を
沖
に

引
き
出
し
ま
し
た
が
、
シ
グ
レ
と

な
っ
た
た
め
、
ク
ジ
ラ
を
そ
の
ま
ま

に
帰
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
夜
ま
た
ま
た
風
が
吹
き
荒

れ
て
、
放
置
さ
れ
て
い
た
ク
ジ
ラ

い
ず
こ

は
何
処
と
も
無
く
流
さ
れ
て
い
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
く
じ

　
こ
の
事
件
は
公
事
（
訴
訟
）
と
な

さ
い
き
ょ

り
ま
し
た
。
裁
許
（
判
決
）
は
「
クよ

ジ
ラ
に
限
ら
ず
漂
着
物
に
は
、
他

そ所
の
村
の
者
は
手
を
出
し
て
は
い

け
な
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

ぐ
う
わ

　
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
の
よ
う
な
事
件

で
し
た
。「
鯨
一
頭
で
七
浦
が
栄
え

る
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ク
ジ
ラ

は
師
走
の
村
に
降
っ
て
湧
い
た

ビ
ッ
ク
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
筈
で
し

た
。
村
々
の
争
い
と
な
っ
た
の

も
、
ク
ジ
ラ
が
当
時
の
人
々
に

と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
大
切
な
資
源

だ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

〈
相
浜
石
井
家
『
名
主
日
記
』
よ

り
〉

　
市
立
博
物
館
の
１
月
の
休
館

日
は
、
１
～
３
日
、
７
日
、
15
日
、

21
日
、
28
日
で
す
。

て
み
た
く
な
り
、
外
出
し
て
楽
し

い
体
験
も
で
き
ま
す
。
お
互
い
の

生
き
る
知
恵
や
パ
ワ
ー
を
出
し
合

い
た
い
ん
で
す
。

　
駅
前
に
開
い
て
い
る
「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」
も
、
お
互
い
に
励
み

に
な
れ
ば
、
楽
し
く
時
間
を
共
有

で
き
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。
気
軽

に
遊
び
に
来
て
欲
し
い
ん
で
す
。

（
話
は
、
館
山
視
覚
障
害
福
祉
会

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
の
鈴
木
久

美
さ
ん
）

　
１
、
２
月
の
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
現

在
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
（
再
受
講

も
可
）
日
程
は
だ
ん
暖
た
て
や
ま

11
月
15
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
情
報
化
推
進
室
（
!

22
―
３
１
１
１
内
線
435
）

シ
リ
ー
ズ市民 ～ よ こ が お 編 ～ＩＴで障害を乗り越えよう

Ｉ 

Ｔ 

講 

習 

会

　
沼
の
浄
閑
寺
・
津
田
家
墓
地
に

祀
ら
れ
る
「
ク
ジ
ラ
の
供
養
塔
」

天
保
13

年
（
一
八
四
二
）
建
立
。
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高
齢
化
と
少
子
化
に
対
応
し
た

福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
「
介
護
・

福
祉
情
報
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
」

を
建
設
す
る
計
画
で
す
。
場
所
は

館
山
駅
東
口
の
現
在
駐
車
場
と
し

て
使
用
し
て
い
る
約
千
400

平
方

メ
ー
ト
ル
の
市
有
地
。
鉄
骨
２
階

建
て
で
延
べ
床
面
積
は
約
千
平
方

メ
ー
ト
ル
。
隣
接
す
る
駅
舎
と
の

調
和
か
ら
オ
レ
ン
ジ
瓦
に
白
壁
の

南
欧
風
の
建
物
。
建
設
費
は
約
４

億
円
。

　
１
階
に
は
市
の
社
会
福
祉
課
と

高
齢
者
福
祉
課
を
現
在
の
庁
舎
か

ら
移
す
他
、
住
民
票
や
印
鑑
証
明

の
交
付
が
で
き
る
よ
う
市
民
課
の

一
部
機
能
も
併
設
し
ま
す
。
ま
た

市
内
４
カ
所
に
あ
る
地
域
型
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
統
括
す
る

基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

も
設
置
し
ま
す
。

　
２
階
に
は
家
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
高
齢
者
や
軽
度
の
支
援
が
必

要
な
高
齢
者
な
ど
に
対
し
介
護
予

防
と
し
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
育
児
不
安
な
ど
の

相
談
指
導
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
を
行
う
と
と
も

に
、
友
達
づ
く
り
な
ど
を
行
う
場

と
し
て
提
供
す
る
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
そ
の

他
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
人

材
育
成
な
ど
を
行
う
研
修
室
な
ど

も
設
置
し
ま
す
。
（
左
図
参
照
）

　
ま
も
な
く
実
施
設
計
を
行
い
、

来
年
度
に
着
工
。
平
成
15
年
秋
に

は
完
成
の
見
込
み
で
す
。

館山駅の隣に
15年秋の完成めざして

　
高
齢
者
介
護
や
子
育
て
な
ど
を
支
援
す
る
施
設
「
介
護
・
福
祉
情
報
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
」
を
館
山
駅
東
口
の
市
有
地
に
建
設
す
る
計
画
で
す
。

こ
の
施
設
は
、
社
会
福
祉
課
、
高
齢
者
福
祉
課
、
市
民
課
の
一
部
機
能
の

他
、
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
福
祉
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
発
信
す
る
施
設
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
対
策
係
（
!
22
―
３
１
１
１
内
線
584
）

（仮称）
　
館
山
市
立
西
岬
小
学
校
（
小
澤

い

さ

お

壯
夫
校
長
、
児
童
数
145
名
）
が
創

立
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
先
月

17
日
、
同
校
体
育
館
に
児
童
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
学
校
関
係
者
な
ど
275
人
が

出
席
し
て
、
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
昭
和
57
年
４
月
、
当
時
の
東
小

学
校
と
西
小
学
校
が
統
合
し
て
、

現
在
の
西
岬
小
学
校
が
開
校
。
昨

年
度
ま
で
の
卒
業
生
は
716
人
を
数

え
て
い
ま
す
。

「
こ
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
西
岬
の

地
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
１
人
ひ

と
り
の
優
れ
た
能
力
と
す
ば
ら
し

い
個
性
を
伸
ば
し
、
明
る
く
夢
と

希
望
に
満
ち
た
未
来
を
創
造
す
る

ま
い
し
ん

人
材
の
育
成
に
邁
進
し
た
い
」
と

式
辞
の
中
で
、
小
澤
校
長
。

▼介護・福祉情報センター（仮称）の平面図

　
在
校
生
が
元
気
よ
く
、
体
を

左
右
に
リ
ズ
ム
を
と
り
な
が
ら

歌
い
上
げ
た
校
歌
「
岬
」
に
、

初
代
校
長
、
河
合
秀
裕
さ
ん
は

「
こ
の
校
歌
は
集
団
で
た
く
ま

し
く
歌
わ
な
い
と
迫
力
が
出
な

い
ん
で
す
が
、
当
時
に
比
べ
る

と
少
な
い
人
数
な
が
ら
、
よ
く

声
が
出
て
い
て
、
立
派
で
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
聞
き
ま
し
た

が
、
感
無
量
で
す
。
当
時
の
こ

と
を
い
ろ
い
ろ
思
い
出
し
ま
し

た
」
と
在
校
生
の
歌
声
に
20
年

前
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

介護・福祉情報センター
少
子
高
齢
化
に
対
応
し

　
　
　
　 

館
山
駅
東
口
に
建
設

１
人
ひ
と
り
の
能
力
と
個
性
を
伸
ば
し
、

　
　
　
　
　
未
来
を
創
造
す
る
人
材
を

西岬小が20周年



　
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
悪
質
商

法
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い

ま
す
。
館
野
地
区
公
民
館
と
九
重

地
区
公
民
館
で
は
、
賢
い
消
費
者

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
期
日
／
１
月
16
日
（
水
）

　
時
間
・
場
所
／
午
前
10
時
～
午

前
11
時
30
分
、
館
野
地
区
公
民

館
。
午
後
１
時
30

分
～
午
後
３

時
、
九
重
地
区
公
民
館

　
先
月
10
日
、
安
房
郡
市
内
か
ら

12
チ
ー
ム
、
180
人
の
小
学
生
が
集

ま
っ
た
少
年
野
球
教
室
。
昨
年
ま

で
の
コ
ー
チ
陣
に
代
わ
り
、
小
坂

誠
遊
撃
手
、
福
浦
和
也
一
塁
手
ら

現
役
選
手
10
人
が
直
接
指
導
。
前

日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
で
、
体
育

館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
室
内
の
た
め
、
ボ
ー
ル
を
投
げ

た
り
、
バ
ッ
ト
を
ス
イ
ン
グ
し
た

り
す
る
こ
と
は
十
分
に
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
内

野
手
、
外
野
手
の
各
ポ
ジ
シ
ョ
ン

別
に
分
か
れ
、
選
手
に
質
問
な
ど

を
し
ま
し
た
。

「
チ
ー
ム
が
ピ
ン
チ
の
時
は
、
ど

ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す

か
？
」
「
シ
ョ
ー
ト
バ
ウ
ン
ド
を

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
入
居
を
希
望
す
る
人
は
、

申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
12
月
28
日（
金
）ま
で
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
居
資
格
／
市
内
に
住
所
ま
た

は
勤
務
地
が
あ
り
、
住
宅
に
困
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
。
た

だ
し
、
収
入
基
準
に
よ
る
制
限
が

あ
り
ま
す
。

　
選
考
方
法
／
市
営
住
宅
入
居
選

考
委
員
会
が
行
い
ま
す
。

　
入
居
時
期
／
来
年
２
月
上
旬
の

予
定
で
す
。

　
問
合
せ
／
建
設
課
管
理
係
（
!

22
―
３
１
１
１ 

内
線
452
）

募 集

市
営
住
宅
の
入
居

市
営
住
宅
の
入
居

▼今回の募集

　
会
場
／
保
健
セ
ン
タ
ー
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
）

　
時
間
／
午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
希
望
者
は
当
日
、
直
接
会
場

へ
）
　
対
象
／
出
産
を
迎
え
る
マ
マ
、

パ
パ
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ

ん　
持
ち
物
／
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課
（
!
23
―

３
１
１
３
）

パ
パ
・
マ
マ
学
級

　期  日

１月11日

 （金）

１月18日

 （金）

１月25日

（金）

２月１日

 （金）

２月８日

 （金）

パパ・ママ学級（母親学級）・１月コースの日程

     持  ち  物

歯ブラシ、手

鏡、タオル、牛

乳空きパック

エプロン、三角

巾、みそ汁（さ

かづき１杯程

度）

バスタオルまた

はズボン

　　　   　  内容・テーマ

歯科保健の講義（妊娠中～乳幼児

期）ブラッシング指導、自己紹

介・グループワーク、歯科検診

（申込者のみ）

妊娠中の日常生活の注意点、体の

変化にあわせた妊娠中の食生活の

ポイントと調理実習、我が家の食

卓ワンポイントチェック

妊娠・分娩について、陣痛時・出

産時に必要な補助動作の実習

出産後の生活での注意、家族計

画、お人形を使ってのオムツ替

え・洋服替えなど

子育てをするようになるお母さん

へのアドバイス、乳児とのふれあ

い（実際に赤ちゃんとふれあう）、

出産を体験した母親との交流

  7,500円
～14,500円

22,500円
～  43,500円

敷　　　金家　　賃間取り構　造場　　　所戸数住宅名

真　倉 １ 城山下付近 ３ＤＫ 22,400円
～49,300円

67,200円
～147,900円

中層耐火
３階建

笠　名 １
簡易耐火
２階建

館山海上技術
学校付近

２ＤＫ

　
講
師
／
全
国
消
費
生
活
相
談
員

協
会
　
消
費
生
活
専
門
相
談
員
　

前
野
春
枝
氏

　
定
員
／
各
40
人

　
受
講
料
／
無
料

　
締
切
／
と
も
に
12

月
26

日

（
水
）
ま
で
に
各
公
民
館
へ

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
館
野
地
区
公

民
館（
!

23
―
６
４
８
０
、
月
・

水
・
金
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
ま
で
）
九
重
地
区
公
民

館（
!

24
―
６
４
８
１
、
月
・
水

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
ま
で
）

　
自
衛
隊
で
は
、
予
備
自
衛
官
補

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
予
備
自
衛

官
補
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
従

事
し
な
が
ら
、
必
要
な
訓
練
を
行

い
、
有
事
の
際
に
は
、
災
害
復
旧

作
業
や
後
方
の
警
備
、
支
援
な
ど

の
任
務
に
あ
た
り
ま
す
。
採
用
に

は
「
一
般
」「
技
能
」
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。

　
対
象
／
自
衛
官
未
経
験
者

　
年
齢
／
一
般
は
18
歳
以
上
34
歳

未
満
。
技
能
は
18
歳
以
上
、
技
能

に
応
じ
53
～
55
歳
。

　
処
遇
／
教
育
訓
練
招
集
手
当
と

し
て
日
額
７
千
900
円

　
教
育
訓
練
／
一
般
は
３
年
以
内
に

50
日
。
技
能
は
２
年
以
内
に
10
日
。

　
問
合
せ
／
自
衛
隊
千
葉
地
方
連

絡
部
（
!
043
―
251
―
７
１
５
１
）

４平成13年12月１日５ だん暖たてやま

▼真倉市営住宅

  3,100円
～  6,800円

  9,300円
～  20,400円

笠　名 １ 木造平屋
館山海上技術
学校付近

３Ｋ

＊家賃、敷金は、平成13年度分の入居者の最高金額と最低金額です。実際の家賃は、入居者ごとの世帯の
　収入により決定します。次年度以降の家賃も、前年中の所得に基づいて入居者ごとに算定します。

　　　　　
先
月
11
日
に
市
内
の
レ
ス
ト

▲後援会から球団代表に目録を贈呈

ラ
ン
で
開
か
れ
た
、

館
山
後
援
会

主
催
の

「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
。

ロ
ッ
テ
側
か
ら
は
後
藤
節
夫
球
団

代
表
、

山
本
功
児
監
督
、

平
野

謙
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
、

立
川
隆

史
、

沢
井
良
輔
、

サ
ブ
ロ
ー
選

来年はきっと！来年はきっと！来年はきっと！来年はきっと！来年はきっと！
　
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
秋
季
キ
ャ
ン
プ

が
10
月
28
日
か
ら
先
月
16
日
ま
で
県
立
館
山
運

動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
季
の
成
績
は
64

勝
74
敗
２
分
で
５
位
。
来
年
の
優
勝
に
向
け
、

連
日
汗
を
流
し
ま
し
た
。
そ
の
か
た
わ
ら
野
球

教
室
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ
イ
ン
会
な
ど
市
民
と

交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
を
預
か
っ
て
３
年
。
若

い
人
に
は
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
き

ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ス
が
目
の
前
に

あ
る
の
に
、
も
の
に
出
来
な
い
。

小
坂
や
福
浦
、
外
国
人
を
除

け
ば
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。
投
手
力
は
そ

こ
そ
こ
な
ん
だ
か
ら
、
優
勝

の
た
め
に
は
攻
撃
力
。
ボ
ー

ル
か
ら
逃
げ
ず
に
当
た
っ
て

で
も
塁
に
出
る
と
い
う
、
姿

勢
が
足
り
な
い
で
す
ね
。
近
鉄
に

は
８
勝
20
敗
と
大
き
く
負
け
越
し

ま
し
た
。
チ
ー
ム
全
体
が
打
線
を

気
に
し
て
、
苦
手
意
識
を
持
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
成
績

が
良
く
な
い
と
選
手
も
監
督
を
信

頼
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
キ
ャ

ン
プ
後
半
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
若
手
の
競
争
心

が
芽
生
え
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き

ま
し
た
。

▲山本功児監督

う
ま
く
処
理
す
る
コ
ツ
は
？
」

な
ど
の
質
問
に
、
選
手
た
ち
は

実
技
を
交
え
な
が
ら
て
い
ね
い

に
答
え
て
い
ま
し
た
。
「
も

ら
っ
た
お
金
は
何
に
使
い
ま
す

か
？
」
と
の
質
問
も
飛
び
出

し
、
選
手
た
ち
も
苦
笑
い
。

信じてる信じてる信じてる信じてる信じてる

ー ン ズマ リ

手
な
ど
20
人
が
参
加
。

後
援

会
側
の
参
加
者
は
、

後
援
会

関
係
者
、

チ
ビ
ッ
コ
選
手
や

保
護
者
な
ど
85
人
。

　
選
手
と
フ
ァ
ン
が
同
じ

テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
、

和
気
あ
い
あ
い
。

食
事
を
取

り
な
が
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
や
カ
ラ
オ
ケ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

沢
井
選
手
の

赤
手
袋
に
は
、

「
５
千
500

円
！
」

と
威
勢
の
い
い
掛
け

声
が
か
か
り
、

山
本
監
督
か

ら
「
高
過
ぎ
る
」
と
ク
レ
ー

ム
が
つ
く
一
幕
も
。

シ
ョ
ー
ト
バ
ウ
ン
ド
を
処
理
す
る
コ
ツ
は
？

高
値
の
手
袋
に

　
　
　
　
　

監
督
一
撃

ボ
ー
ル
に
当
た
っ
て
も
塁
に
出
ろ
！

賢
い
消
費
者
講
座

民
間
技
能
を
活
か
し
た

予
備
自
衛
官
補



　
千
葉
県
で
は
、
母
子
家
庭
・
寡

婦
、
父
子
家
庭
の
人
を
対
象
に
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
へ
招
待
し

て
い
ま
す
。
今
回
か
ら
あ
ら
た
に

鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
が
半
額
で
入

　
市
民
課
窓
口
な
ど
市
の
一
般
業
務
は
、
今
月
29

日

（
土
）
か
ら
来
年
１
月
３
日
（
木
）
ま
で
休
み
ま
す
。
各
施

設
な
ど
の
休
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
／

日
～
３
日

ま
11
月
15
日
号
」
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
し
尿
収
集
は
、
29
日
～
３
日
ま

で
休
み
ま
す
。
来
年
は
４
日
か
ら

行
い
ま
す
。

　
29
日
～
３
日
ま
で
の
水
道

の
故
障
は
、
作
名
浄
水
場
（
!

23
―
３
０
９
７
）
へ
ど
う
ぞ
。

　
図
書
館
／
29
日
～
３
日

　
菜
の
花
ホ
ー
ル
／
29
日
～
３
日

　
豊
津
ホ
ー
ル
／
29
日
～
３
日

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
湊
・
出

市
役
所
は
29
日
か
ら
３
日
ま
で
休
業

野
尾
と
も
）
／
29
日
～
３
日

　
温
水
プ
ー
ル
／
29
日
～
４
日

　
市
民
体
育
館
／
29
日
～
３
日

　
市
立
博
物
館
／
29
日
～
３
日

　
ご
み
収
集
は
、
30
日
～
３
日
ま

で
休
み
ま
す
。
各
地
区
の
最
終

日
、
開
始
日
は
「
だ
ん
暖
た
て
や

　
千
葉
県
で
は
、
来
年
１
月
ま
で

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
呼
び

か
け
る
「
ぐ
る
っ
と
青
空
キ
ャ
ン

　
館
山
税
務
署
で
は
、
企
業
な
ど

に
勤
め
る
人
に
、
年
末
調
整
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
年
末
調
整

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
に
代
わ

る
重
要
な
手
続
き
で
、
勤
務
先
へ

申
告
書
（
①
～
③
）
の
提
出
が
な

い
と
各
種
の
控
除
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
多
額
の
医
療
費
の
支
出
や

住
宅
を
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た
人
は
、

確
定
申
告
で
所
得
税
の
還
付
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
届
出
が
必
要
な
申
告
書

　
①
扶
養
控
除
等
申
告
書
／
扶
養

し
て
い
る
配
偶
者
と
そ
の
他
の
親

族
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
年
間
所

得
の
見
積
額
な
ど

　
②
保
険
料
控
除
申
告
書
／
本
年

中
に
支
払
っ
た
生
命
・
損
害
保

険
、
国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険

な
ど
の
保
険
料
の
金
額
、
保
険
の

種
類
な
ど

　
③
配
偶
者
特
別
控
除
申
告
書
／

配
偶
者
の
氏
名
、
合
計
所
得
金
額

な
ど
　
問
合
せ
／
館
山
税
務
署
源
泉
所

得
税
担
当
（
!
22
―
０
１
０
１
内

線
33
・
34
）

ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら

の
季
節
は
、

年
末
で
交
通

量
が
増
え
る

う
え
、
上
空
の
暖
気
と
地
表
の
冷

気
の
境
目
に
、
地
表
の
汚
れ
た
空

気
を
閉
じ
込
め
る
層
（
逆
転
層
）

が
で
き
や
す
く
、
１
年
で
最
も
大

気
が
汚
れ
る
時
期
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
千
葉
県
を
は
じ

め
、
東
京
都
、
埼
玉
県
、
神
奈
川

県
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
千
葉
市

が
一
斉
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
車
の
排
気
ガ
ス
は
大
気
汚
染
、

ご 

み 

収 

集

し 

尿 

収 

集

水
道
の
故
障

母
子
・
父
子
家
庭
に

園
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
入
園
割
引

券
を
ご
希
望
す
る
人
は
、
社
会
福

祉
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
対
象
／
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
か

ふ

の
母
子
・
父
子
と
祖
父
母
、
寡
婦

　
利
用
期
限
／
平
成
14
年
３
月
31
日

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
（
!
22

―
３
１
１
１
内
線
575
）

入
園
割
引
券

温
暖
化
の
原
因
の
ひ
と
つ
。
車
を

停
車
す
る
と
き
は
、
エ
ン
ジ
ン
を

切
っ
て
、
少
し
で
も
排
気
ガ
ス
を

出
さ
な
い
よ
う
に
１
人
ひ
と
り
の

協
力
が
大
切
。
期
間
中
の
水
曜
日

を
特
に
交
通
量
を
減
ら
す
日
と
し

て
、
点
検
や
整
備
に
あ
て
る
な
ど

　
館
山
土
木
事
務
所
で
は
、
今
月

中
旬
か
ら
滝
川
に
架
か
る
鵜
登
川

橋
（
高
井
地
先
）
の
架
換
工
事
を

行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、
現

在
の
橋
の
下
流
側
に
迂
回
路
を
設

置
す
る
の
で
、
通
行
に
は
支
障
あ

り
ま
せ
ん
。

員
候
補
者
が
選
定
さ
れ
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
こ
の
内
44
人
を
選

定
し
ま
す
が
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
、
選
挙
人
名
簿
の
中
か
ら

来
年
度
の
検
察
審
査
員
候
補
者
を

く
じ
で
選
定
し
、
該
当
す
る
人
へ

12
月
中
に
通
知
し
ま
す
。

　
各
市
町
村
か
ら
選
定
さ
れ
た
400

人
の
候
補
者
を
木
更
津
検
察
審
査

会
が
、
さ
ら
に
く
じ
で
44
人
に
絞
込

み
、
検
察
審
査
員
と
し
て
、
任
命

し
ま
す
。
任
期
は
６
ヵ
月
で
す
。

　
問
合
せ
／
木
更
津
検
察
審
査
会

（
千
葉
地
方
裁
判
所
木
更
津
支
部

内
!

０
４
３
８
―
22
―
３
７
７

４
）
、
館
山
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
!
22
―
３
１
１
１
内
線
527
）

ら せお 知

施

設

し
て
、
な
る
べ
く
使
用
を
控
え
て

欲
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
千
葉
県
環
境
生
活
部

大
気
保
全
課
自
動
車
公
害
対
策
室

（
!
043
―
223
―
３
８
０
７
）

６平成13年12月１日７ だん暖たてやま

う

ど

が
わ

鵜
登
川
橋
を
架
け
換
え
　
15
年
春
ま
で
迂
回
路

　
工
業
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
全

国
の
製
造
業
の
事
業
所
を
対
象
と

し
て
、
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
調
査
の
対
象
は
市
内

約
210
事
業
所
で
、
毎
年
12
月
31
日

◆
工
業
統
計
調
査

現
在
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
・
県
・
市
の

産
業
振
興
政
策
、
中
小
企
業
対

策
、
立
地
対
策
な
ど
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
今
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事

業
所
を
訪
問
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
情
報
化
推
進
室
（
!

22
―
３
１
１
１
内
線
435
）

　
新
し
い
橋
は
長
さ
42
・
６
ｍ
、

総
幅
員
９
・
75
ｍ
で
片
側
２
・
５
ｍ

の
歩
道
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
15
年
春

の
完
成
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
館
山
土
木
事
務
所
河

川
改
良
課
（
!
22
―
４
３
４
１
）

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
の
あ

る
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
検
察
審
査

員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
犯
罪

の
被
害
に
あ
っ
て
、
警
察
や
検
察

庁
に
訴
え
た
の
に
、
検
察
官
が
裁

判
所
に
起
訴
し
な
か
っ
た
の
で
不

服
で
あ
る
」
と
い
っ
た
場
合
に
、

被
害
者
か
ら
の
申
し
立
て
な
ど
に

よ
り
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し

な
か
っ
た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
か

ど
う
か
審
査
す
る
機
関
で
す
。

市
内
で
44
人
の
候
補
者

　
館
山
市
は
木
更
津
検
察
審
査
会
に

属
し
、
管
内
か
ら
400
人
の
検
察
審
査

　
昨
年
10
月
１
日
に
実
施
し
た
、

平
成
12
年
国
勢
調
査
の
第
１
次
基

本
集
計
（
確
定
値
）
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
総
人
口
は
５
万
千
412

人
、
男
２
万
４
千
552
人
、
女
２
万

６
千
860
人
で
し
た
。

　
年
齢
別
で
は
、
15
歳
未
満
が
６

千
824
人（
13
・
３
％
）
。
15
歳
～
64

歳
が
３
万
千
472
人（
61
・
２
％
）
。

65

歳
以
上
が
１
万
３
千
113

人

（
25
・
５
％
）
。
年
齢
不
詳
が
３

人
で
し
た
。

　
平
成
７
年
国
勢
調
査
の
結
果
と

比
べ
る
と
、
総
人
口
が
千
400
人
以

上
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
65
歳

以
上
が
千
300
人
以
上
増
え
、
こ
の

年
齢
層
は
、
全
人
口
の
22
・
２
％
か

ら
25
・
５
％
と
伸
び
、
４
人
に
１

人
が
65
歳
以
上
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
総
世
帯
数
、
世
帯
の

家
族
類
型
、
住
居
の
状
態
な
ど
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
問
合
せ
／
情
報
化
推
進
室
統
計

係
（
!
22
―
３
１
１
１
内
線
435
）

15歳未満

15～64歳

65歳以上

年齢不詳

6,824人

31,472人

13,113人

3人

7,772人

33,331人

11,760人

17人

△948人

△1,859人

1,353人

△14人

51,412人52,880人 △1,468人

平成12年平成7年 増減

総人口

▼国勢調査の比較

年
末
調
整
を
忘
れ
ず
に

大
気
汚
染
・
地
球
温
暖
化
を
ス
ト
ッ
プ

市
内
か
ら
44
人

検
察
審
査
員
候
補
者

４
人
に
１
人
が
65
歳
以
上

Ｈ

12

国

勢

調

査

第
１
次
集
計
ま
と
ま
る
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